
【プロフィール】
兒玉 康資（こだま やすつぐ）
1953年東京・日本橋生まれ  1976年明治大学政治経済学部経済学科卒業後、米国カリフォ
ルニア・マックストン社入社  1977年ダイコー株式会社入社  1983年取締役統括室長、
1993年常務取締役、1996年代表取締役専務、2001年代表取締役社長、2024年代表取
締役会長就任、現在に至る。2011年から公益社団法人立体駐車場工業会理事も務めている。
座右の銘：「夢なきところに理想なし 理想なきところに政策なし 政策なきところに実行な
し」（味の素創業者 鈴木三郎助）
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設立60年立体駐車場工業会発展に寄与
ダイコー独自の技術追究もさらに加速へ

キーパーソンに聞く ─
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森井　先人達の尽力によって、現代の
我々が仕事に邁進できる素地が築かれ
たわけですね。
兒玉　そのとおりだと思います。そし
て諸先輩たちは国土交通省との安全構
築にも力を尽くされていました。現在、
工業会には会員企業の若手に加えて国
土交通省都市局街路交通課の担当者も
参加する「企画委員会」があり、機械式
駐車装置の安全施策などを議論してい
ます。このようなスキームが今もしっか
り機能しているのは諸先輩の努力の賜
物であり、工業会の財産だと思っていま
す。現在の工業会は、機械式駐車装置の
使用中に何らかの問題が生じた場合、工
業会事務局が国土交通省とのやり取り
の窓口となり、事務局から会員企業にリ
アルタイムに情報が共有されるように
なっています。これも工業会ならでは
のアドバンテージと言えますね。
森井　分かりました。工業会の60年の
歴史が凝縮された記念誌の完成が本当
に楽しみです。
兒玉　制作にあたっては先ほど申し上
げた森井 博会長へのヒアリングを含め
て、御社にお世話になる機会もあるかも
しれません。ご協力をよろしくお願い
いたします。

自動車メーカーと連携しながら
EV充電インフラを整備

 

森井　今年1月の工業会の新年賀詞交
歓会における中野会長のお話で、JIS改
定に伴い、2023年に発行した「機械式
駐車装置の安全機能に関する認証基準 
第3版」に基づく認証審査を開始された
とお聞きしました。この活動の意義や
進捗状況、展望を教えてください。
兒玉　それについては、まずこれまでに
起きてしまった事故の振り返りからお
話しします。工業会は「一に安全、二に
安全、三に安全…」と、機械式駐車装置
の安全確保を第一の命題として活動し

森井　その節は本当にありがとうござ
いました。以降、弊社グループ会社の日
本駐車場救急サービス株式会社を通じ
た機械式駐車装置メンテナンスの技術
的連携や、パーキング業界のさまざまな
事象についてのアドバイスなどもいた
だいており、この場を借りて御礼を申し
上げます。
兒玉　いえいえ、今後ともよろしくお
願い致します。
森井　工業会60周年に関係するところ
で言いますと、1962年2月の本誌創刊
号（注：当時の誌名は『パーキングニュー
ス』）で、立体駐車場工業会の発足に関す
るニュースが取り上げられていました。
兒玉　はい、それは存じています。60
周年にあたって記念誌を発行しようと
準備を進めており、これまでの工業会の
歩みをまとめる作業を進めているので
すが、ただ、時代によっては記録が不足
している箇所もあるので、工業会発足前
夜から黎明期にかけての事情に詳しい、
森井 博氏に取材を申し込むつもりなん
ですよ。
森井　はい、その話は聞いております。
どうぞよろしくお願いいたします。
兒玉　それにしても過去の工業会の活
動記録をひもといていて改めて実感す
るのは、工業会発足前後に尽力された諸
先輩たちのバイタリティーの高さです
ね。弊社を含む機械式駐車装置メーカー
数社が、工業会の前身となる業界団体を
つくろうと奔走し、その会議の場に、数
回複数の自動車メーカーにも参加いた
だいて意見交換を行った経緯が確認で
きます。今でも工業会と自動車メーカー
との情報共有、技術的な提携はあります
が、1960年代半ばといえば、高度経済
成長期の真っ只中で、国内の自動車産業
が隆盛を誇っていた時期です。そんな
ときに時間を割いて同じテーブルに着
いていただくように諸般を調整し、工業
会設立に向けて意見交換をするという
のは、簡単なことではなかったはずです。
本当に頭の下がる思いです。

今号は2025年4月号。新年度に入る
にあたって本誌は制作・発行体制を変
更し、サイカパーキング株式会社 代表
取締役社長 森井 清が発行人を務める
こととなった。それに伴い、前発行人
の森井 博、本誌編集長の山本 稔とつな
いできた特集対談・聞き手役のバトン
も森井 清が受け継ぐ。これまで同様に、
駐車場・駐輪場・シェアサイクルの
普及や進化に寄与するさまざまなキー
パーソンの貴重なお話をお楽しみいた
だきたい。
さて、新たな聞き手として最初にお迎

えするゲストは、ダイコー株式会社の代
表取締役会長・兒玉康資氏だ。ダイコー
のみならず、2011年からは公益社団法
人立体駐車場工業会（以下：工業会）の
理事として、広くパーキング業界全体を
けん引してきた人物だ。兒玉氏の話は、
まず工業会にまつわる森井との共通体
験から始まった。

対談収録：2025年3月10日
聞き手：本誌発行人　森井  清

立体駐車場工業会60周年
諸先輩の尽力に感謝の念 

森井　兒玉さんには以前、前発行人の
森井 博が本対談の聞き手を務めていた
2020年4月号にご登場いただきました。
本日は、当時からコロナ禍を経て5年が
経過したこと、さらに工業会が今年11
月8日に設立から60年を迎えるという
ことで、改めて最新の状況をお聞きした
く、お時間を取っていただきました。私
は本号が聞き手としての“デビュー ”と
なります。よろしくお願い致します。
兒玉　こちらこそよろしくお願いいた
します。森井さんとは20年近く前でしょ
うか、工業会の南ヨーロッパ諸国の視察
でご一緒したのが初めてでしたね。ス
ペイン、イタリア、ギリシャなどの駐車
場事情を見て回りました。
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安全性の維持を図ることができます。
森井　それはぜひ実現を願いたいもの
です。続いて今後に向けた中長期的な
見通しについてです。まず、機械式駐車
装置における電気自動車（EV）の充電対
応について、工業会としての取り組みは
いかがでしょうか。
兒玉　先述した工業会の企画委員会が
自動車メーカーと意見交換をさせてい
ただいています。日本のEVシフトは他
の先進国に比べれば遅れてはいますが、
ガソリン車からEVへ移行する過渡期
に入っていることは間違いありません。
駐車場で充電インフラが整備されれば

EVの普及にもつながることから、協力
的に応じていただく自動車メーカーは
多い印象です。
森井　自動車メーカーのEVシフトへ向
けた意識の強さが感じられますね。
兒玉　現在のイメージでは、機械式駐
車装置での充電は、物理的なプラグイン
ではなく、非接触充電が理想的なようで
す。プラグイン式ですと車室が狭くな
るなどのデメリットがありますが、スマ
ホなどで一般化しつつある非接触なら、
スペースを割くことなく充電インフラ
を導入することができます。
森井　なるほど。
兒玉　そして、もうひとつ将来的に機
械式駐車装置に搭載を願いたいのが
「自己診断機能」ですね。例えば、ある
部品が完全に要交換の状態であるとか、
この部分が少し傷み始めているなどの
情報を IoT技術の活用によって知らせ
てくれる機能です。保全担当者は現場
に行く前にダメージの状況を把握でき
るので、ピンポイントで部品交換や修
理ができ、時間・コスト両方でお客様
の手間や出費をセーブすることができ
ます。ファクトリー・オートメーショ
ンなどをはじめ、さまざまなものづく
り業界で導入が進んでいますが、ぜひ
我々もそのメリットを活用したい。工
業会としても導入に向けて動いていけ
ればと思っています。

リニューアル、新品への入れ替えはお客
様の資金にもよるので、スムーズに進め
られないジレンマもあるのですが、とも
あれ粘り強く交渉していくしかないと
考えています。
森井　能登のケースはそうした事情も
あったのですね。
兒玉　はい。そして第三がメンテナン
ス時に発生する保全担当者の労働災害
です。3年ほど前にはメンテナンス中に
消防設備を動かしたことが要因となっ
た事故もあり、その際には消防庁とも
打ち合わせて再発防止策を講じました。
ともあれ「機械式駐車装置の安全機能に
関する認証基準 第3版」に基づく認証審
査は、今申し上げた3点に留意をしつつ、
国土交通省とも連携しながら進めるべ
き事案です。今年5月の工業会の総会に
かけ、さらに進展していけばと思います。
森井　「安全」を最優先課題にしていく
姿勢は不変であると。
兒玉　もちろんです。工業会では設立
20年目くらいから、国土交通省に対し
て、機械式駐車装置にもエレベーター同
様の定期的な検査制度を義務付けては

どうかという提案をしてい
た経緯がありましたが、残
念ながら実現には至りませ
んでした。そこで、これは
完全に私見なのですが、検
査制度の代替案として「自
主検査」はどうかと考えて
いるんです。工業会会員の
メンテナンス会社が1か月
に1回といったペースで定
期的に点検を行うことで、

て参りましたが、それでも過去に不幸な
事故はいくつか発生してしまいました。
事故は3種類に分けられます。第一はお
子様が関連するご利用者様の不適切な
使用による事故、第二が災害による事故
です。災害関連では昨年1月の能登半島
地震でも車両落下の事例がありました。
ただ、あのケースは使われていた機械式
駐車装置が老朽化して新基準に適合し
ておらず、更新時期に当たっていたとい
う事情もあったのですが……。駐車場

工業会が2025年1月に発行した注
意喚起チラシ。子どもが関係した
事故事例の分析に基づき、
❶ゲートの出入口に近づかせない 
❷運転操作盤に触れさせない
❸子どものみで駐車装置内部に入

らせない  
❹子どもを社内に置き去りにしない
以上4点を強調した内容となっている。
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く評価されています。ほかにも、現在ま
だ開発中で詳しくは申し上げられない
のですが、東京駅至近で続々と進んでい
る大規模再開発においても、高層タワー
内の劇場用エレベーターの案件が進ん
でいます。
森井　エンターテインメントの領域に
特化した超大型エレベーターというのは
ダイコーさんの技術あればこそですね。
兒玉　ありがとうございます。もうひ
とつ、別の比較的レアな納入先としては
日本国内の防衛関連施設があります。
森井　それはまたユニークですね。ど
のような製品ですか。
兒玉　小さなものは防衛省関連の住居
用のエレベーターから、大きなものにな
ると、基地内の倉庫で使う積載量25tほ
どの機材を載せるエレベーターなどを
設計しています。場所は多岐にわたり、
横田、厚木、横須賀、岩国、佐世保、沖縄

県内の各基地などです。弊社は日本国
内の防衛施設標準に即した製品開発の
知見を持っていますが、米軍施設内は
治外法権であり、独自の基準があるた
め、そちらにも対応しなければなりませ
ん。また、何らかの不具合が生じた際に

超大型“長手”エレベーターで
エンタメ領域のニーズを開拓

 

森井　では、ここからはダイコー株式会
社・代表取締役会長としての兒玉さん
にお話を伺って参ります。ダイコーさん
と言えば、特に油圧式装置において業界
のパイオニアであること、ターンテーブ
ルやカーリフトの技術を活かした独創
性、一品一様、オーダーメイドの製品群
などを連想します。近年の御社のトピッ
クスを教えていただけますか。
兒玉　まずは、前回の対談でも触れさ
せていただいた渋谷ヒカリエに納入し
た積載量10tの超大型エレベーターを挙
げたいと思います。ヒカリエは2012年
竣工で少し前のプロジェクトにはなる
のですが、弊社のエレベーターは建築設
計業界で高く評価をしていただきまし
た。その後、他案件への納入実績が増え
ていった点で、弊社にとって画期的な事
例になったのです。
森井　改めて特徴を教えてください。
兒玉　このエレベーターは、ヒカリエ
の11～ 16階に位置する劇場・東急シ
アターオーブで使われる舞台装置や照
明などを搬入・搬出することに特化し
たエレベーターです。地上1階と劇場の
搬入・搬口がある13階とを結んでおり、
行程は約60ｍです。荷物搬入路の間口
は約8ｍの長手で、出入口手前に搬入物
の向きを変える大型ターンテーブルも
設置しています。
森井　ヒカリエは高層階に劇場がある
という珍しい施設なんですよね。
兒玉　はい。その後、東京をはじめ多く
の都市で高層複合タワーが開発され、そ
の中高層階に導入された劇場への搬入
搬出用エレベーターとして引き合いが
増え、納入実績を伸ばしました。例えば
2018年に竣工した、さっぽろ創生スク
エアの4～ 9階に入っている多層構造の
劇場「札幌文化芸術劇場 hitaru」用に開
発したエレベーターもおかげさまで高

❶ 2018年に竣工した、さっ
ぽろ創生スクエアの4 ～ 9階
に入っている「札幌文化芸
術劇場 h itaru 」用に開発し
たエレベーター。 ❷ このエ
レベーターをモチーフにし
てダイコーが制作したプロ
モーション。ダイコー社員の
名刺の裏にも載っている。

❶❶

❷❷
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毎年8月の祭りの際、人形灯籠をまちに
出し、格納する際に使われるものです。
森井　（本ページ下の写真を見て）おお、
これは迫力がありますね。19tもの重
さを支えるというのは、やはりさすが
ダイコーさんのターンテーブルだなと

思います。
兒玉　また、国立研究開発法人宇宙航
空研究開発機構（ JAXA）による最先端
の宇宙科学研究用の大型気球を打ち上
げる放球装置も開発しました。ロケッ
トの打ち上げと言えば種子島が有名で
すが、この装置を納入した場所は北海道
の大樹町（たいきちょう）。帯広の南約
60km、太平洋に面した町です。ここに
はJAXAをはじめ、民間のベンチャー
や大学などが航空宇宙関連の多様な実
証実験、打ち上げ試験を行う「北海道ス
ペースポート（HOSPO）」という広大な
施設があるんですね。実業家の堀江貴文
氏が参画する宇宙ロケットベンチャー
が使用していることでも知られています。
森井　なるほど。“宇宙科学研究用の大
型気球を打ち上げる放球装置”というの

ドバックしていただければと思います。
兒玉　分かりました。

駆動技術を活用して
JAXAの宇宙科学研究を支援

森井　建築物の中高層階に設けられた
劇場用、米軍施設など納入先の多彩なバ
リエーションに、改めて御社の開発力の
高さを知ることとなりました。ほかにも
オリジナリティのある実績はありますか。
兒玉　ターンテーブルの技術を活かし
たものでは、青森県五所川原市の「立佞
武多（たちねぷた）の館」に納入した25t
積載可能なターンテーブルがあります。
森井　立佞武多というと……。
兒玉　五所川原の立佞武多は、高さ約
23ｍ、重さ約19tもある巨大なもので、
弘前市の扇ねぷたや、青森市の人形ねぶ
たとも違う様式の人形灯籠です。これを
常設展示しているのが「立佞武多の館」
（注：2025年4月1日から2026年6月末
日まで休館予定）で、ターンテーブルは

は、当然素早いレスポンスが求められる
ため、国内各地の営業所では常時体制を
整えているんです。
森井　日米比較でどちらのほうが技術
的に難しい、といった差のようなものは
あるのでしょうか。
兒玉　極端な差はないのですが、考え方
の違いから求められる性能が異なるこ
とはありますね。例えば火災対策です。
日本には、火災時に発生する煙を広げな
いよう、早い段階で煙を検知し、できる
だけ当該エリア内で閉じ込めるために
シャッターを閉めて煙を出さないよう
にするという認定基準があります。片や
米軍施設は煙もさることながら耐火性
を重視する傾向が強いですね。煙が出
てしまうことよりも、例えば1時間半の
間、焼け落ちない耐火性能を備えたエレ
ベーターのシャッターが求められます。
森井　日本とアメリカ、両方の基準に対
応できるというのは、1958年の創業以
来培ってこられた御社の技術力の賜物
です。これからも、その知見を工業会や
パーキング業界にできる範囲でフィー

❶❷ 青森県五所川原市の「ターンテーブル」。高さ約23ｍ、約
19tの巨大な人形灯籠を回す。 ❸~❻ JAXAに納入した放球装
置で大型気球が打ち上げられる様子。放球装置を構成する2機
の台車は、最大2tの観測装置を保持でき、長さ460mのレール上
を独立または同期して走行が可能。使用する気球の大きさや風
向に合わせて装置の微調整も可能な世界で唯一の装置。ⒸJAXA

❸❸

❹❹ ❺❺ ❻❻

❶❶

❷❷
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過去の対談記事をWEBで公開しています

または http://www.parkingpress. jp/taidan/  にアクセス

で検索パーキングプレス 対談

聞き手：本誌発行人　森井  清 （もりい　きよし）
1993年東海大学大学院体育学研究科修了後、外資系保険会社を経て2002年に日本駐車場救急サービス株式会社入社。2005年同社代表取締役社長就
任。2014年モーリスコーポレーション株式会社代表取締役社長就任。2008年サイカパーキング株式会社監査役就任。2016年同社代表取締役社長就任。

はどのようなものですか。
兒玉　風向きに合わせて気球を回転さ
せ、アームで気球をリリースする巨大な
装置です。エレベーター、エスカレー
ターの駆動技術を応用したターンテー
ブルや観測機を積載した親台車と、跳
ね上げ装置で大型気球を跳ね上げる子
台車の2台で構成されています。以前、
JAXA向けに巨大なターンテーブルを
納入した実績が評価され、依頼を受けて
実現したものです。これまでに1号機、
2号機と2台納入しています。
森井　とてもロマンを感じさせるプロ
ジェクトですね。
兒玉　ありがとうございます。この大
型気球は上空50～ 60kmを飛行します
ので、天気が良ければ肉眼でも見えるん
ですよ。年に2回ペースで大樹町から打
ち上げられると聞いております。よろ
しければ次回ご案内いたしますよ。
森井　ありがとうございます！
兒玉　最後に駐車場の「マンションカー
リフト」を紹介させてください。これは
マンションに導入されている完全プラ

イベートの車用エレベーターで、自宅が
あるフロアまでエレベーターで車を上
げ、自宅に設けたガレージに駐車するた
めの装置です。オーナーは自宅からガ
ラス越しに愛車を愛でることができ、セ
キュリティ、プライバシー保護も万全で
す。最初にニューヨーク、続いてベルリ
ンのハイクラスタワーマンションに登
場し、弊社が札幌のマンションに導入し
たのが世界で三番目の事例になりまし

た。ありがたいこ
とに高い評価をいた
だきまして、大阪・

梅田でも既に納入実績があるほか、現
在、ほかの物件からも問い合わせをいた
だいております。どうですか、森井さん
も弊社のカーリフトが導入されたマン
ションのご購入を検討されては。
森井　視察はぜひさせていただきたい
のですが、そんな高級マンションの購入
は（笑）。本日は立体駐車場工業会理事
としての展望からダイコーさんの取り
組みまで幅広くお話をいただき、学びの
多い対談となりました。ありがとうご
ざいました。今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。

対談は、これまでに開発した装置の模型などが展示されている新社屋1階のミーティングスペース
で行った。 開発実績は多岐にわたり、大変興味をそそられるものばかりだった。

❶❷ 2022年、札幌で日本初導入されたマンションカーリフト。 出入口やカゴ内のライティングなどのデザインには多様なオプションも付いている。

❶❶

❷❷
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